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★青山学院大学　名誉教授　橋本修氏監修
★次世代通信・センシングのカギを握るテラヘルツ波技術をデバイスからシステム、評価、
材料開発、各分野の応用事例まで網羅。社会実装に向けた最新技術と未来展望を解説！
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【監修】　青山学院大学　名誉教授　 橋本　修　氏

尾内敏彦（Tera-eyes技術研究所）　鈴木左文（東京科学大学）　永井正也（大阪大学）　中西篤司（浜松ホトニクス(株)）　樫野祐一（（株）パナソニックシステムネットワ
ークス開発研究所）　森下陽平（パナソニックインダストリー（株））　柴山純（法政大学）　河村尚志（アンリツ(株)）　荒木圭一（(株)ＫＲＩ）　藤島実（広島大学）
鶴田一魁（ローム(株)）　西田陽亮（ローム(株)）　多木俊裕（富士通(株)）　河合正（兵庫県立大学）　深川馨介（(株)米澤物産）　河上敬則（(株)米澤物産）
渡邊正（（株）導波技術研究所）　山田崇貴（（国研）情報通信研究機構）　宗哲（東洋大学）　枚田明彦（千葉工業大学）　池田研介（（一財）電力中央研究所）
井上賢一（キーサイト・テクノロジー(株)）　大澤知樹（ローデ・シュワルツ・ジャパン(株)）　桑野玄気（（国研）産業技術総合研究所）　穂苅遼平（（国研）産業技術総合研
究所）　栗原一真（（国研）産業技術総合研究所）　東島侑矢（（国研）産業技術総合研究所）　木下基（（国研）産業技術総合研究所）　齋藤章彦（大同特殊鋼(株)）
須賀良介（青山学院大学）　佐々木天茉（（株）ウイセラ）　前田益利（（株）ウイセラ）　川西哲也（早稲田大学）　寳迫巌（（国研）情報通信研究機構）　
鈴木洋介（キーコム(株)）　奥脇尚哉（キーコム(株)）　藤井秀彦（キーコム(株)）　藤林謙治（キーコム(株)）　木暮風太（キーコム(株)）　松井龍之介（三重大学）
水野麻弥（（国研）情報通信研究機構）　古神義則（宇都宮大学）　橋本昌一（(株) アドバンテスト）　中嶋　誠　（大阪大学）　趙梓茜（大阪大学）　Agulto, Verdad 
Canila（大阪大学）　加藤康作（大阪大学）　岩本敏志（日邦プレシジョン(株)）　清家瞬（芝浦工業大学）　田邉匡生（芝浦工業大学）　芹田和則（早稲田大学）
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〇テラヘルツ光源、アンテナ、フィルタ、パワーアンプ、RTD発振器など、多様なデバイス技術を網羅。
〇次世代の超高速・高精度通信とセンシングの基盤技術とシステム設計例を解説。
〇屋内外での伝搬特性、送電線の影響、プラズモン応用、電波吸収・シールド材料の設計など
〇スペクトラムアナライザ、ネットワークアナライザ、THz-TDS、エリプソメトリ法など、最先端の測定技術を解説。
〇バイオセンシング、低損失材料評価、インフラ劣化検知など、テラヘルツ波の多分野応用の最前線を解説。
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